
連立方程式 ２・連立方程式の応用

２９ ３ 割合の問題（その２）

（１／５）■ 食塩水の濃度の問題① ■

食塩水＋食塩水（一般型）

●★解法の技術★の学習のしかた●
(1) 下の答案を理解し，「考え方」を覚えましょう。／覚えたら，.....
(2) 模範解答を見ないで，「理解のチェック」の問題を解いてみましょう。

（答案を見ながら書くと勉強になりません。一度，「考え方」を頭の中に入れることが大切です。)

★解法の技術★

６％の食塩水と１２％の食塩水をまぜて，１０％の食塩水を３００ｇ

作りたい。それぞれ何ｇずつまぜればよいか。

【考え方】

食塩水の問題は，

１ 食塩水の和を求める等式

２ 食塩水に含まれる食塩の和を求める等式(濃度を使って求める)

の２本の方程式を作り，これを連立させて解いて求めます。

６％の食塩水をχｇ，１２％の食塩水をｙｇとし，数量関係を図に表すと，

食塩の合計： χ＋ ｙ＝３００× …②

‚

６ １２ １０
食塩 χ× ｇ ｙ× ｇ ３００× ｇ

１００ １００ １００

６％ ＋ １２％ ＝ １０％

食塩水 χｇ ｙｇ ３００ｇ

„

食塩水の合計：χ＋ｙ＝３００ …①

（次のページへつづく）Æ

１００

６

１００

１２

１００

１０

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №２９（１／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める ６％の食塩水をχｇと１２％の食塩水をｙｇまぜる。

２ 方程式を立てる χ＋ｙ＝３００ …①

χ＋ ｙ＝３００× …②

３ 方程式を解く ①と②を連立して解くと，

②×１００÷６ χ＋２ｙ＝５００ …②'

②'－①

χ＋２ｙ＝５００

－）χ＋ ｙ＝３００

ｙ＝２００ …③

③を①に代入する。

χ＋(２００)＝３００より，χ＝１００

よって，（χ，ｙ）＝（１００，２００）

４ たしかめ ・食塩水の量

６％を１００ｇと１２％を２００ｇとすると，合計で

３００ｇになるので，問題に合っている。

・食塩の量

６％と１２％の食塩水の中にふくまれる食塩の合計量は，

１００× ＋２００× ＝６＋２４＝３０(ｇ)

１０％の食塩水の中にふくまれる食塩の量は，

３００× ＝３０(ｇ)

となり，問題に合っている。

５ 答を書く 答 ６％の食塩水を１００ｇ，１２％の食塩水を２００ｇ

１００

６

１００

１２

１００

１０

１００

６

１００

１２

１００

１０

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



連立方程式 ２・連立方程式の応用

２９ ３ 割合の問題（その２）

（２／５）■ 食塩水の濃度の問題① ■

◇《食塩水＋食塩水》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

６％の食塩水と１２％の食塩水をまぜて，１０％の食塩水を ｇ

作りたい。それぞれ何ｇずつまぜればよいか。

【考え方】

６％の食塩水をχｇ，１２％の食塩水をｙｇとし，数量関係を図に表すと，

食塩の合計： …②

‚

食塩

６％ ＋ １２％ ＝ １０％

食塩水

„

食塩水の合計： …①

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる …①

…②

（次のページへつづく）Æ

１００

６

１００

１２

１００

１０

１００

６

１００

１２

１００

１０

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。

SZ-USER01
タイプライターテキスト
練習問題は数専ゼミの教室で学習できます。



□□【連立方程式 №２９（２／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

３ 方程式を解く ①と②を連立して解くと，

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ たしかめ ・食塩水の量

６％を ｇと１２％を ｇとすると，合

計で ｇになるので，問題に合っている。

・食塩の量

６％と１２％の食塩水の中にふくまれる食塩の合計量は，

＋２００×

１０％の食塩水の中にふくまれる食塩の量は，

＝

となり，問題に合っている。

５ 答を書く 答

１００

６

１００

１２

１００

１０

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



連立方程式 ２・連立方程式の応用

２９ ３ 割合の問題（その２）

（３／５）■ 食塩水の濃度の問題① ■

◇《食塩水＋食塩水》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

８％の食塩水と２％の食塩水をまぜて， ％の食塩水を１６５ｇ作りた

い。それぞれの食塩水を何ｇずつまぜればよいか。

【考え方】

８％の食塩水をχｇ，２％の食塩水をｙｇとし，数量関係を図に表すと，

食塩の合計：

‚

食塩

＋ ＝

食塩水

„

食塩水の合計：

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる

（次のページへつづく）Æ

１００

８

１００

２

１００

６

１００

８

１００

２

１００

６

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №２９（３／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

３ 方程式を解く

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ たしかめ ・食塩水の量

８％を ｇと２％を ｇとすると，合計で

ｇになるので，問題に合っている。

・食塩の量

８％と２％の食塩水の中にふくまれる食塩の合計量は，

％の食塩水の中にふくまれる食塩の量は，

となり，問題に合っている。

５ 答を書く 答

１００

８

１００

２

１００

６

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



連立方程式 ２・連立方程式の応用

２９ ３ 割合の問題（その２）

（４／５）■ 食塩水の濃度の問題① ■

濃度を求める

◇《食塩水＋食塩水》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

濃度χ％の溶液Ａと，濃度ｙ％の溶液Ｂがある。いま，Ａから ｇ，

Ｂから２００ｇとって混ぜ合わせると濃度６％の溶液となり，Ａから

ｇ，Ｂから１００ｇとって混ぜ合わせると濃度８％の溶液となる。

これについて，χ，ｙについての連立方程式をつくり，これを解いて溶

液Ａと溶液Ｂの濃度を求めなさい。

【考え方】

溶液Ａの濃度をχ％，溶液Ｂの濃度をｙ％とし，数量関係を図に表すと，

食塩の合計１：

‚

食塩

χ％ ＋ ｙ％ ＝ ６％

食塩水

食塩の合計２：

‚

食塩

χ％ ＋ ｙ％ ＝ ８％

食塩水

（次のページへつづく）Æ

１００

χ

１００

ｙ

１００

６

１００

χ

１００

ｙ

１００

８

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №２９（４／５）】－〈２枚目／３枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる

＋

３ 方程式を解く

く

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

（次のページへつづく）Æ

１００

χ

１００

ｙ

１００

６

１００

χ

１００

ｙ

１００

８

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №２９（４／５）】－〈３枚目／３枚〉

Æ（前のページからのつづき）

４ たしかめ ・食塩水の濃度

濃度 ％の溶液Ａを ｇと濃度 ％の溶液

Ｂを２００ｇまぜ合わせた溶液の濃度を計算すると

)

で， ％となるから，問題に合っている。

また，濃度 ％の溶液Ａを ｇと濃度 ％

の溶液Ｂを１００ｇまぜ合わせた溶液の濃度を計算すると

＋

で， ％となるから，問題に合っている。

５ 答を書く 答

１００

１０

１００

４

１００

１０

１００

４

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



連立方程式 ２・連立方程式の応用

２９ ３ 割合の問題（その２）

（５／５）■ 食塩水の濃度の問題① ■

◇《食塩水＋食塩水》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

χ％の食塩水を３００ｇとｙ％の食塩水を１００ｇ混ぜると ％の食

塩水ができる。また，χ％の食塩水を１５０ｇとｙ％の食塩水を２５０ｇ

混ぜると ％の食塩水ができる。このとき，χ，ｙの値を求めなさい。

【考え方】

χ％の食塩水とｙ％の食塩水があるとし，数量関係を図に表すと，

食塩の合計１：

‚

食塩

＋ ＝

食塩水

食塩の合計２：

‚

食塩

＋ ＝

食塩水

（次のページへつづく）Æ

１００

χ

１００

ｙ

１００

１１

１００

χ

１００

ｙ

１００

９.５

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №２９（５／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる

３ 方程式を解く

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ たしかめ 省略

５ 答を書く 答 Ï答え方に注意！

１００

χ

１００

ｙ

１００

１１

１００

χ

１００

ｙ

１００

９.５

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




